
平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）、
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
と
北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
の
教
育
懇
談
会
が
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
九
州
市
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
垣
迫
教
育
長
を
は
じ

め
教
育
委
員
、
各
課
部
課
長
の
皆
さ
ん
が
、
市
Ｐ
協
か
ら

は
、
曽
我
部
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
・
理
事
13
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

以
下
、
懇
談
会
の
要
旨
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
小
学
校
は
、
平
成
32
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
、
平
成
33

年
度
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
移
行
措
置
期
間
と
な
り
、
新
学
習
指
導

要
領
の
全
面
実
施
に
向
け
て
、
一
部
の
内
容
を
先
行
実
施

す
る
な
ど
、
準
備
段
階
に
入
り
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
っ
て
、
学
校
の
教
育
内
容
が

ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で

は
、「
何
を
学
ぶ

の
か
」、「
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る

の
か
」、「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
の
か
」

と
い
う
３
つ
の
視

点
か
ら
教
育
内
容

が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。小
学
校
で
は
、

５・６
年
生
が「
外

国
語
科
」
を
週
２

時
間
（
年
間
70
時

間
）
教
科
書
を

使
っ
て
学
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
３・
４
年
生
で
は
、

「
外
国
語
活
動
」
が
始
ま
り
、
週
１
時
間
（
年
間
35
時
間
）

学
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
北
九
州
市
教
育
委
員
会

か
ら
委
嘱
さ
れ
「
英
語
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」

と
な
っ
て
い
る
北
九
州
市
立
光
貞
小
学
校
の
取
組
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
英
語
に
親
し
み
英
語
を
使
っ
て
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
児
童

の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
特
別
の
教
科

道
徳
」
も
始
ま
り
ま
す
。
道
徳
の
学
習
も
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
、
ど
ん
な
学
習
に
な
る
の
か
、
評
価
は
ど
う
な

る
の
か
、
学
習
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
は
変
わ
っ
て
い
く
事
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

北
九
州
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
「
携
帯
電
話・ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
調
査
」
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
携
帯

電
話・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
率
の
変
化
、
実
態
、
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
及
び
小
・
中
学
校
で
の
児
童
・
生
徒

対
象
の
授
業
の
取
組
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
６

年
生
が
中
学
１
年
生
に
な
る
時
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

所
持
率
が
２
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
学
年
が
上
が
る
ほ

ど
「
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
夜
10
時
電
源
オ
フ
」
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
が
、
実
行
で
き
て
い
な
い
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
禁
止
す
る
の

で
は
な
く
、
適
正
に
利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
に

来
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
児
童
・
生
徒
に
与
え

て
い
る
の
は
保
護
者
で
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
る
、

利
用
に
つ
い
て
親
子
で
約
束
を
す
る
等
、
子
ど
も
を
守
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
他
の
保
護
者
に
訴
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
親
と
し
て
「
な
が
ら
ス

マ
ホ
」
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
親
同
士
が
ま
ず

情
報
交
換
を
行
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
正
し
く
使
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
児
童
・
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
知

識
・
技
能
」
に
加
え
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

で
す
。
そ
れ
に
伴
い
公
立
高
校
入
試
も
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
実
際
に
、
平
成
28
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
小
６
算
数
Ｂ
問
題
を
懇
談
会
参
加
者
全
員
で
解

い
て
み
ま
し
た
。
各
学
校
の
図
書
委
員
た
ち
が
、
読
書

活
動
を
す
す
め
た
成
果
を
折
線
グ
ラ
フ
に
表
し
て
あ
り
、

Ａ
小
学
校
と
Ｂ
小
学
校
を
見
比
べ
な
が
ら
言
葉
や
数
を

使
っ
て
答
え
る
と
い
う
問
題
で
す
。
グ
ラ
フ
を
読
み
取

る
力
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
自
分
の
言
葉

で
表
現
す
る
力
も
必
要
で
す
。
北
九
州
市
で
は
、
学
力

向
上
推
進
教
員
を
配
置
し
、
教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
っ

て
い
る
事
、
モ
デ
ル
授
業
を
通
し
て
よ
い
授
業
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
等
、
具
体
的
な
取
組
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
教
育
懇
談
会
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
考
え
、
活
発
に
意
見
交

換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
、

こ
れ
か
ら
も
北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・

役
員
研
修
会
が
、
221
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
会
員
意
識
の
向
上

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
活
性
化
を
図
る
た
め
、
研
修

委
員
会
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・
役
員
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講　
師　
　
哲
学
者　
岸
見 

一
郎　
氏

演　
題　
　
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
た
人
間

形
成
、
学
校
活
動
、
地
域
活

動
へ
の
関
わ
り
」

「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」「
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
入

門
」
等
の
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
「
岸
見 

一
郎
」
先
生
を
お
招
き
し
、

人
間
の
原
点
で
あ
る
対
人
関
係
を
ベ
ー
ス
に

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
た
人
間
形
成
、
学
校
活

動
、
地
域
活
動
へ
の
関
わ
り
」
い
う
演
題
で

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ド
ラ
ー
心
理
学

で
は
、『
自
分
に
価
値
が
あ
る
』
と
思
え
る
時

に
勇
気
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
行
っ

て
い
ま
す
。
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。
勇
気

を
出
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、

自
分
は
貢
献
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
識
を

高
め
て
い
け
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
様
か
ら
も
、
岸
見
先
生
の
お
話
を
聞
け

て
良
か
っ
た
で
す
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生

か
し
て
い
き
た
い
、
自
分
が
変
わ
る
努
力
を

し
た
い
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
に
引

き
続
き
、
グ

ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
演

習
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）

を
し
ま
し
た
。

対
話
を
通
し

て
意
見
交
換
・

情
報
共
有
を

図
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
活

動
に
役
立
て
て
頂
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
行
い

ま
し
た
。

「
よ
り
良
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
姿
と
は
」「
よ
り
良

い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
と
思
い

ま
す
か
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
自
分
の
役
職
を

活
か
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ

と
で
し
ょ
う
か
」
等
。
一
人
一
人
の
思
い
は
、

み
ん
な
で
自
由
に
マ
ジ
ッ
ク
で
机
の
上
の
紙

に
書
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
楽
し

か
っ
た
の
で
、
単
Ｐ
で
も
や
っ
て
み
た
い
。

生
徒
会
や
児
童
会
の
子
ど
も
達
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
交
流
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
睦
マ
ッ
チ
等
…
。

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。
参
考

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
企
画
す
る
側
も
参
加
す
る
側
も
、
楽
し
み

な
が
ら
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
く
さ
ん
の
仲
間
の
存
在
や
、
指
導
者
と

し
て
の
使
命
感
を
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
対
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・

役
員
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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❶ PTAを窓口とした団体割引（適用割引約31％／平成29年実績）により掛金が割安です。
❷ 「傷害（ケガ）補償」・「個人賠償責任補償」・「育英費用補償」の3つの補償でバックアップ!!
❸ 医師・看護師ヘルスカウンセラー等による健康・医療相談。　❹ セカンドオピニオン　アレンジサービスがついています。
❺ 地震・噴火・津波によるケガの補償がついています。　❻ 児童・生徒が病気をされた場合の補償プランも選べます。
❼ 学校の授業・登下校中等、児童・生徒が携行している身の回り品の事故による損害補償プランも選べます。

本制度の特長

S-180289   201901

〜
北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
の
教
育
懇
談
会
〜

平
成
29
年
度　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・
役
員
研
修
会

今
、そ
し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

「
自
分
に
価
値
が
あ
る
」と
思
え
ま
す
か
？

この印刷物は環境に優しい
植物油インキを使用しています。

詳細は「第 40 回全国小・中学校ＰＴＡ
広報紙コンクール作品募集について」
のお知らせが日Ｐから事務局に届き次
第、配布いたします。

平成30年4月6日(金)必着
締　切

平成30年5月17日(木)
広報委員研修会にて

表彰式

小・中・特別支援学校PTAで、
2回以上発行した広報紙。

（平成29年4月から平成30年3月発行分）

応 募 対 象

第63回
日本PTA九州ブロック研究大会

鹿児島大会
明治維新１５０年
語いもんそ鹿

か

児
ご

島
んま

で
～みんなで成長していくPTA 活動～

大会スローガン

分科会
10月27日（土）

全体会
10月28日（日）

月 日 曜日 予　　定

5月
12日 土 指導者研修会

17日 木 広報委員研修会

6月
2日 土 北九州市ＰＴＡ協議会総会

30日 土 第１回会長・副会長・役員研修会

8月
4日 土 「第 13 回 Stop・ザ・非行 ふくおか」福岡県大会

19日 日 家庭教育講演会

10月
27日 土

第63回日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会　鹿児島大会
28日 日

2月 3日 日 第２回会長・副会長・役員研修会

平成30年度　北九州市PTA協議会　年間計画

各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
谷
小
学
校
、
中
原
小
学
校
、
篠
崎
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

自
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
Ｐ
協
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

　
　
　
　
　
　
適
正
利
用
に
つ
い
て

北
九
州
市
の

　
学
力
・
体
力
向
上
施
策
に
つ
い
て

学力・体力向上の施策
（指導力向上）

「わかる授業」づくりの５つのポイント

①「学び合いの基盤」
② 板書には、必ず
　 ｢めあて｣「まとめ」と「振り返り」
③ 子どもの思考を深める「発問」の工夫
④ １単位時間の中に
　 「話し合う活動」と「書く活動を」
⑤「まとめ」と「振り返り」　終わりの５分の確保

日
時　

平
成
30
年
２
月
４
日
（
日
）
／
場
所　

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉

講　
演

演　
習

1 年間の成果を
お待ちしています

PTA広報紙コンクール応募作品募集

会場　鹿児島アリーナ　他　７会場

第66回
日本PTA全国研究大会

新 潟 大 会
教育は未来を拓く

新潟発　米百俵の精神！
～新潟に集い、語ろう　未来のひとづくり～

大会スローガン

分科会
8月24日（金）

全体会
8月25日（土）

会場　アオーレ長岡、ハイブ長岡　他　10 会場

★本年度は、大会本部への申込み方法が
　変わります。
　詳細は、準備ができ次第ご案内いたします。

市Ｐ協事務局まで
E-mail :  k itapta@fancy.ocn.ne.jp

申込み先

大
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

篠
崎
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

みなさんのこだわりを見せてください
ＰＴＡユニフォーム大募集!!
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やるなら楽しく、ためになる研修会をし
たい。わざわざ来て貰うので、帰りに笑
顔で来て良かったと言って貰いたい。PTA
活動を前向きに出来るお手伝いをしたい。
そんな思いを持ち、メンバーで研修会の
活動内容を考えました。考え方はそれぞ

れ違うので、全ての人が満足出来る研修会が出来るとは思い
ませんが、一人でも多くの人の心に響く研修会が出来たらと
活動しました。研修委員のメンバーの皆さんは、熱い方が多
く非常に勉強になりました。PTA 活動は一人でやるものでも、
やらされるものでもないと感じました。委員長という大役も、
沢山の方から協力、励ましを頂き何とかやってきました。あり
がとうございました。
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改めて家族との時間を
見直してもらいたい…

ファミリートークの日 門司区小学校PTA連合会 会長　薬師寺　潤

門司区小学校 PTA 連合会は、「例年通りを
見直そう」をテーマに活動しました。会議前
役員会をなくし、会議での語らいが増えました。会議回数減、
メール連絡調整で、学校の負担が軽減したと好評を頂きま
した。初開催の情報交換会では、今後の連合会のあり方を
50 名の皆さんと語らいました。この見直しの是非は分かり
ませんが、連合会長をやってよかったと思えた一年でした。
ご支援を頂いた皆様に心から感謝いたします。ありがとうご
ざいました。

門司区中学校PTA連合会 会長　岩田　昭弘

門司区中学校ＰＴＡ連合会７校は、単 P 活動を
最優先し、学校と保護者、地域が一丸となり生徒
達が安全で安心な中学校生活が送れるように PTA 活動に取り組
んでまいりました。また、定期的に行われた三役、会長会議で情報・
意見交換を行い、その後の活動にも役立ててきました。こうした
熱心な活動のお陰で、大きな問題もなく、無事に１年間を終える
事が出来そうです。各校、教職員の皆様、保護者の皆様には、厚
く御礼申し上げます。

小倉北区小学校PTA連合会 会長　井村　典生

「出会いを大切に」にした小倉北区会長会。
小倉北区の会長会は、つながりを強く、また熱い活動をモットーに取り組んでいます。
今年は、昨年できなかった「7 月会長会 in 藍島」を実施しました。小学校だけでは

なく、中学校の会長も参加し、大変盛り上がった会となりました。また、中学校 PTA との合同研修会
では、絵本リマインダーの八坂禎則さんをお招きし、絵本との関わり方を楽しく講演していただきまし
た。その後の懇親会では、八坂さんの日常生活がハードであるにも関わらず、そのお陰で様々な出会
いに恵まれ、今はそのことに感謝しているという話をお聞きしました。連合会での出会いに通じるもの
があるなぁと感じることができました。

このように、一つひとつの出会いを大切にしていくことで、各学校での PTA 活動がより活発になる
ことを目指してきました。

小倉北区中学校PTA連合会 会長　野瀨　正伸

小倉北区中学校は９校あり、三部会（校長、会
長、母代）の定例会議と会長会で協議、情報交換・
共有を図っています。今年度もソフトバレーボール大会、研修会、
懇親会を開催しました。ソフトバレーボール大会では、真剣かつ
楽しくプレイし親睦を深めました。研修会、懇親会については、
小倉北区小 P 連と連携して小中合同で開催しています。（ほか女
性副会長部会も小中合同開催）５年交流を重ねた事で、相互の
絆が強くなっている事を実感しています。各単 P の考え・思いを
尊重しながら協調・協力して活動しています。

小倉南区小学校PTA連合会 会長　槇山　暁

小倉南区小学校ＰＴＡ連合会では、夏に「ス
ポーツフェスタ」と題し、小倉南区最大のお祭
り「まつりみなみ」の中で子どもたちと遊べるブースを開設し
ております。冬には同じ小倉南区の中学校ＰＴＡと連合し「小
倉南区小中ＰＴＡ合同研修大会」を行い、小学校・中学校の
保護者が共に学んでいきました。これからも小倉南区小学校
ＰＴＡ２６校が協力し、ＰＴＡ活動を盛り上げていきたいと思っ
ております。

小倉南区中学校PTA連合会 会長　一ノ瀨　卓麿

小倉南区中学校 PTA 連合会は、夏休みに親睦ソフトバ
レーボール大会を開催しています。6 月末より、各学校毎ま
た他校との合同練習をして大会に臨みます。当日の試合は、夏の暑さと選
手の熱気でアツいものがあります。この大会を通してお互いの理解と親睦
が深まっています。

また、これまで小倉南区小学校 PTA 連合会が開催していた研修会を、
昨年度より、小中合同研修会として行っています。

若松区小学校PTA連合会 会長　清水　智昭

若松区小学校 PTA 連合会は、平成 29 年度 4 月に「ひびきの小学校」が開校して14 校になりました。
児童数は、4623 人です。どの連合会も　若小Ｐ連と同じ様に研修会や勉強会を行っていますが、若松区は、
各校対抗のソフトボール大会とソフトバレーボール大会を毎年開催しています。主に、男性中心に行うソフ
トボール大会は、年齢も忘れてのハッスルプレーやファインプレが随所に見受けられ、時にはエキサイトプレーのご愛嬌もあり
ます。そんな中でも、あくまで親睦という事を忘れる事なく、お互いを敬い楽しいひと時を過ごしています。また、女性中心に
行うソフトバレーボール大会は、日頃からバレーボールに親しんだ方々の超攻撃プレーと、あまり経験のない方々のご愛嬌あ
るプレーがあい混じって、応援の声を熱くさせます。どちらの大会も、事前練習から大会後の打ち上げまで、日頃なかなか触
れ合える機会が少ない保護者の方々の親睦の場になっている事は間違いありません。激しいスポーツゆえ、怪我のリスクは高
いですが、動員不足に悩む会合よりPTA に触れ合える絶好の機会と捉え今後とも続けていけたらと思います。1年間今までの
PTA 活動とは違った新しい経験をさせて頂きました。ありがとうございました。末尾に私の力不足をお詫び申し上げます。

若松区中学校PTA連合会 会長　武藤　義博

若松区中学校 PTA 連合会では、毎年ボウリン
グ大会を開催し連合会内の交流を図っています。
競技は、参加者全員の平均スコアによる学校対抗戦で、現在若
松中が 2 連覇中です。その他にも、10 人の選手が 1フレームず
つを投げる選抜戦では、各校一丸となった応援で大いに盛り上
がります。第 10 フレームを投げる会長は、緊迫した点差の中で
緊張感と責任感を存分に味わいます。毎年、参加者の応援と笑
い声が絶えない懇親の場になっています。

八幡東区小学校PTA連合会 会長　吉野　貴史

八幡東区小学校ＰＴＡ連合会の代表的な活
動として、８月に各校親善スポーツ大会、12
月に各校の委員会でどういう活動を行うかを話し合うふれあ
い指導者研修会があります。

また、本年度は旧八幡市制 100 周年記念事業の一環で、
地域行事にも率先して取り組んで参りました。その他にも、
八幡東小・中Ｐ連合同の人権問題研修などがあります。お互
いに手を取り合い、子ども達の為に、幅広いＰＴＡ行事に取
り組んでいます。

八幡東区中学校PTA連合会 会長　上田　隆雄

八幡東区中学校 PTA 連合会会長となり、最初の行事は平成 29 年 8 月 26 日（土）
の連合会親睦スポーツ大会でした。競技はユニカール。子ども騙しみたいな競技だと
なめていましたが、気が付いたら真剣な眼差し。約 100 名と多くの方が参加してくれた熱き戦いでし
た。結果、我が花尾中が三連覇を果たしました。次は平成 29 年 12 月 16 日（土）の連合会合同人
権研修大会でした。mon（モン）さんを迎えての音楽＆トークでした。mon さんは、在日韓国人で
あり注意欠陥多動障害であるがゆえに、イジメ等を経験しました。自らの言葉で話しかける時間は、
ハンカチなしでは聞けないほどでした。来年度の総会は、平成 30 年 5 月 25 日（金）に開催予定で
す。懇親会は小学校との合同開催とし、八幡東区 PTA の絆の強化を図ります。

戸畑区小学校PTA連合会 会長　武谷　幸治

戸畑区の小学校は、全体で 8 校あります。戸畑区
小学校 PTA 連合会では、毎月三者会議を開催して
います。その中で色々な行事について討議を行い、とても楽しく有
意義な活動をして来ました。平成 29 年 12 月 2 日（土）に第 48
回目となる『子育て研修会』を開催しました。講師の先生も「こん
なにも熱い連合会は初めてだ。」と感心されておりました。戸畑区
全体で学校数が 8 校と少ない分、連合会での距離感が近く、チー
ムワークは北九州 No.１だと思います。今後も一致団結して活動し
てまいります。

戸畑区中学校PTA連合会 会長　田中　元

戸畑区中学校 PTA 連合会では、これまで親睦球技大会をグラウンドゴルフ大会と
しておりましたが、グラウンド確保の困難、日程確保の困難などの理由から、昨年度
より「ボウリング大会」に変更いたしました。

戸畑区内中学校は 4 校ですので、初年度は各レーン 4 名を各学校から1 名出していただき、その
個人の結果を集計し、「学校対抗」といたしました。

そして本年度は、学校を超えての親睦球技大会という観点から、各レーン 4 名を各学校から1 名
ずつ出してもらうことは変えず、それを「レーン対抗」といたしました。

今後も英知を出し合い、参加者が楽しめるものにしていただきたいと考えます。

八幡西区小学校PTA連合会 会長　田中　嗣偉

八幡西区小学校ＰＴＡ連合会は、北九州市内の連
合会の中で最も会員数の多い３２校が参加する連合
会です。３２校という大所帯の為、４つのブロック各８校ずつに分け、
各ブロックごとに研修会を行うなど、活発にＰＴＡ活動に取り組んで
いる連合会です。　　　　　　

今後の取り組みとしては、各単位ＰＴＡが地域間での連携を密接
に図れ、タイムリーに情報交換・共有できる場として、連合会の諸
活動を展開していきたいと考えております。

八幡西区中学校PTA連合会 会長　田中　正之

八幡西区中学校ＰＴＡ連合会は、北九州市内の中学校連合会の中で一番数の多い15 校で
活動しています。主な行事として、8 月にボウリング大会、11月にグランドゴルフ大会と人権
教育研修会があります。8 月 26 日（土）に行われたボウリング大会では、事務局である本
城中学校が空気を読まず優勝してしまいました。平成 29 年11月11日（土）に行われたグランドゴルフ大会
では、ボウリング大会ブービー賞の八児中学校が優勝し大変盛り上がりました。平成 29 年11月 25 日（土）
には北九州市人権文化推進課、人権啓発指導員の小林　廉様を講師でお迎えし、人権教育研修会を行いまし
た。講師の小林先生は市内の小学校の教頭・校長を歴任されており、大変有意義な研修会となりました。

レクレーションを通じて人脈を広げ、最後に皆で学ぶことは大変良いことだと感じます。
担当していただいた折尾中学校、則松中学校、浅川中学校、また会場を提供いただいた黒崎中学校の皆様、

ありがとうございました。

特別支援学校PTA連合会 会長　田中　梨恵

私たち特別支援学校ＰＴＡ連合会では、会長同士のつながりを大切に色々な行事や
情報交換会を行いました。

まずは、平成 29 年 11月 16 日 ( 木 ) ウェルとばた中ホールにおいて、第 42 回北九州市特別支援
学校ＰＴＡ連合会研修大会を開催いたしました。今年度は、熊本県立熊本支援学校ＰＴＡ会長様に「熊
本地震における特別支援学校の子どもたちとその家族」と題して、災害への心構えや知識について
ご講義していただきました。参加者からは「一番聞きたかった内容で、大変貴重なお話でした。」と
いうご意見をいただきました。また、一年を通しての活動では、大雨で中止にはなりましたが、8 校
交流会、理事会、懇親会などを行いました。今後も特支Ｐ連 8 校のＰＴＡが協力し合いより良い活動
を行っていきたいと考えています。

平成 29 年度 連合会活動報告
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結果になりました。

13 33 639 1

22 42 25 3

ゲームやスマホ・携帯電話で遊ぶことを控えることはできましたか？

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100

今回のファミリートークの企画はどうでしたか？親子で会話ができましたか？

大変できた できた 少しはできた できなかった 選択せず

質問項目実施結果

ゲームやスマホ・携帯電話で遊ぶことを控えることはできましたか？について、大変できた・
できたの合計が約 50% あるものの、ゲームやスマホが浸透しているせいか約 40% の保護者
が少し控える程度に留まっている結果になりました。
親子で会話ができましたか？については、約 70% もの保護者が大変できた＋できたと、回答
しておりこの企画を通じて親子のコミュニケーションを図って頂いた結果になりました。
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今後の研修について

複数選択により、103 件（選択せず
3 件含まず）の研修内容の回答にな
りました。
中でも、ファミリートークを選んだ
保護者が 52 件でもっとも多く、一
回の実施にも関わらず従来型の研修
を抑え関心度の高さが現れた結果に
なりました。

要望・感想・意見について
◦家族でドライブ、食事に出かけました。普

段お手伝いしない子どもも自分から色々
取って来てくれて楽しい食事が出来ました。
家族で遊べるゲームや遊びの中で、将来の
夢など語り合い非常にいい一日だったと思
います。久しぶりに父をした気分でした。

◦いつもはラフな感じで母と子で、学校での
事や部活の事、先生やお友達の事を話して
ますが、少しかしこまった気持ちで話す事も、
たまには良いものだな～って思いました。

◦週に１日は、ファミリートークの日を作って
( 月に１回でも…) 家族でたくさん話す機会
を増やしたいなと思いました。ありがとう
ございました。

◦親子の会話は日頃からよくあるので、今
回特別に取組みをしたわけではありません
が、何かテーマのようなものが幾つかあれ
ば、いつもと違う会話が出来たかもしれな
いなと思いました。

研修委員会報告 母親委員会報告総務委員会報告教育環境委員会報告

1人でも多くの人の心に響く研修会を 頼もしい母親の力今後の北九州市PTA協議会を見据えて広くみなさんに知ってもらいたい

研修委員長
密井　政直

母親委員長
清水　良江

総務委員長
松岡　建吾

教育環境委員長
村島　永俊

活 動 内 容 活 動 内 容

PTA 会長・副会長・役員研修会　開催

教育環境委員会では、「携帯・スマホ夜
１０時電源オフ運動」と「読書推進運動」
について取り組んでいます。会議では、毎
回、委員さんから様々な意見が発表され
ます。「携帯・スマホ夜１０時電源オフ運動」については、この運動の認知度や実
際に携帯・スマホが子どもたちにどのように使われているかなどの実態調査をアン
ケート形式で実施したいと考えています。また「読書推進運動」につきましては、
各学校でのブックヘルパーさんの活動や読み聞かせの様子などを実際に見学し
たいという意見も多く、今後、モデル校を選出して
見学会を実施したいと思っています。子どもたちが
携帯・スマホについて正しい認識を持ち、安心して
読書ができる、そんな環境づくりを目指します。

昨年より北九州市 PTA協議会のホーム
ページ上に「PTAお問い合わせコーナー」
の設置を計画していました。ホームページ
の開設が古く操作性が悪いなどの問題が
ある為、ホームページの見直しをする必要
がありました。
また、北九州市 PTA協議会の社会的信用や、今後の運営を考える時、「このま
までよいのか」との疑問の中、法人格取得が必要かと考える1年としました。まず、
行政書士、弁護士の方々をお招きして勉強会を実施。ガバナンスが強化され、活
動の安定性、社会的信用、公益性が得られることが分かりました。さらに、今の
市 P協は「法人のまねごとをしている凄く大きな個人事業主とお手伝いの人々」と
いう弁護士の方のお話もありました。現在、法人化に必要な「定款」の内容確認や、
法人化に伴うメリット、デメリットを説明する資料の作成を検討中です。

▶	 7 月	11 日（火）	第 1 回総務委員会
▶	 8 月	22 日（火）	第 2 回総務委員会
▶	10 月	17 日（火）	第 3 回総務委員会
▶	12 月	15 日（金）	第 4 回総務委員会・情報交換会
▶	 1 月	23 日（火）	第 5 回総務委員会
▶	 3 月	26 日（月）	第 6 回総務委員会開催予定

活 動 内 容 母親委員の皆様、ＰＴＡ協議会の役員
様、そして事務局の皆様のおかげで、委
員長として無事に一年間を終えることがで
きました。特に、母親委員会の皆様には、
色々な行事にも快くご協力いただき、と
ても助けられ感謝しております。母親の力
はいつの時代も頼もしいと改めて実感い

たしました。各区連合会、単
位ＰＴＡの事でいつもお忙し
いとは思いますが、これからも子どもたちの為に、私たちでできるこ
とを皆さまと色々な活動を通して関わっていければと思っております。
私にとって、皆さまと出会えたことは一生の宝物になりました。一年
間お世話になりありがとうございました。

▶	 7 月	10 日（月）	第 1 回母親委員会
▶	 7 月	28 日（金）	第 2 回母親委員会意見交換会
▶	 9 月	 3 日（日）	第 3 回母親委員会
▶10 月	24 日（火）	第 4 回読書推進事業「ブックトーク」
			  （ブックネットワーク北九州仲紀子氏講演）
▶	11 月	17 日（金）	第 5 回母親委員会
			  （会議 + 川端知義氏講演）
▶	 1 月	29 日（月）	第 6 回母親委員会
▶	 4 月	23 日（月）	第 7 回母親委員会（予定）
▶	 5 月	28 日（月）	第 8 回母親委員会（予定）

活 動 内 容

ブックトーク「本を好きになる子を育てるために」開催

夜は
電源OFF!!

▶	 6 月	25 日（日）	ファミリートークの日
▶	 7 月	19 日（水）	第 1 回研修委員会
▶	 8 月	10 日（木）	第 2 回研修委員会・情報交換会
▶	10 月	18 日（水）	第 3 回研修委員会
▶	12 月 11 日（月）	第 4 回研修委員会

▶	 7 月	20 日（木）	 第 1 回教育環境委員会
▶	 8 月	18 日（金）	 情報交換会
▶	10 月	25 日（水）	 第 2 回教育環境委員会


